
八街商工会議所　景気動向調査（R5.1月～3月）結果

　                                     対象30事業所中29事業所から回答いただきました。
                      （製造業５社、建設業６社、卸売業４社、小売業５社、飲食業４社、サービス業５社）

売上高 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

仕入単価 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

採算 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

販売単価 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

従業員 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

不変

52%減少

41%

増加

7%

不変

59%

減少

34%

増加

7%

上昇

83%

不変

17%

下落

0%

上昇

72%

不変

24%

下落

4%

不変

48%

悪化

45%

好転

7%

不変

59%

悪化

41%

好転

0%

不変

72%

上昇

21%

下落

7%

不変

65%

上昇

28%

下落

7%

不変

90%

不足

10%

過剰

0%

不変

93%

不足

7%

過剰

0%



業況 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

資金繰り 前年同月比 向こう３か月の先行き見通し

＜付帯調査結果＞

１.ウクライナ情勢や新型コロナウイルスによる経営へのマイナスの影響について、選択肢から１つお選びください。
１：影響が続いている。
２：経済活動の停滞が長期化すると影響が出る懸念がある。
３：影響はない。
４：分からない。

２.貴社の資金繰りの状況について、当てはまるものを選択肢からお選びください。（複数選択可）

１：金融機関への相談を行い、既往債務の借換を行った。
２：金融機関への相談を行い、希望する額・条件での新規融資を受けた。
３：金融機関への相談を行ったが、融資希望額より少ない額または短期間での返済となった。
４：金融機関への相談を行ったが、融資・条件変更を受けられなかった。
５：金融機関への相談を行っている、または審査待ちの状況。
６：資金繰りに不安はあるが、現時点では相談はしていない。
７：資金繰りが厳しく、廃業を検討している。
８：資金相談は現時点で必要ない。
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3.従業員の雇用状況についてお伺いします。

3-1.採用活動の実施状況について

１：採用活動を実施しなかった。
２：従業員を採用した。
３：従業員が減少した。
４：募集したが、採用できなかった。

3-2.従業員を採用した方にお伺いします。
　　 採用計画に対する充足状況について、当てはまるものを選択肢から１つお選びください。

１：計画した人数どおりに採用できた。
２：採用できたが、計画した人数には満たなかった。

＜コメント欄＞

①毎月の売上は変わりはないが、あまり期待はしていない。（サービス業）

②悪質業者が増えているようで事後の相談が増加しているが、売上に至らない今までの販売方法

　 を見直す必要がある。（建設業）

③建築資材についても、４月から値上げという通知がきている。（建設業）

④材料の仕入れ価格が上がり、今後の経済見通しではパート・アルバイトの時給アップの方向であ

　 る。コロナも３年続き経営が苦しい中、今はとても厳しい経済情勢だと思う。電気・ガス（燃料）代

 　が上昇しておりバランスがとれていない。消費税も預かっているが利益が出ていない為、この時

　 点でマイナス経営であり、このような状況は始めてである。（飲食業）

⑤１月の価格改定（値上げ）時にマグロのグレードアップを実施し、そのことについて、ＳＮＳに情報

　 発信している。従来のお客様は戻ってきているようではないが、新規のお客様が昼夜とも増えて

　 きた。業界全体ではまだまだ冷え切っているが、当店は無料の宣伝広告で新たなお客様を呼び

　 込んでいる。（飲食業）
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